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第３章 コンピュータを活用した授業実践事例

Ⅰ Ⅱ数学科 「数学 におけるコンピュータの活用」

京都府立南八幡高等学校

教諭 川嶋 一史

１ 学校の概要

(1) 教育方針

友情･･････互いの人権を守り、義務を履行し、若人としての温かい友情をはぐくみ、社

会生活の中での成員としての自覚を促す。

情熱･･････なにごとにも積極的に生き生きと行動し、学習意欲の向上や体力の充実をは

かり、未来に向かって展望を与える。

実践･･････創造的実践力を身につけ、平凡な中に人間としての生きる喜びをもち、現代

社会に役立つ人間を育てる。

(2) 設置学科及び生徒数（平成９年度）

１年 ２年 ３年
学 科 ・ 類 型 合計

男 女 計 男 女 計 男 女 計

オフィス情報科 12 30 42 12 23 35 7 26 33 110

流通マネージメント科 10 30 40 12 23 35 5 20 25 100

普通科第Ⅰ類 61 51 112 47 69 116 73 75 148 376

普通科第Ⅱ類文理系 ／ ／ ／ 14 24 38 16 21 37 75

普通科第Ⅱ類人文系 8 18 26 ／ ／ ／ ／ ／ ／ 26

合 計 91 129 220 85 139 224 101 142 243 687

(3) 平成８年度入学生第Ⅱ類文理系教育課程
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(4) 本校、地域の特色

本校は京都府南部に位置し、周りは竹やぶや田んぼに囲まれ、設備の整った明るく美し

い校舎をもち、恵まれた学習環境にあります。

本年度、開校１５年目を迎え、進学・就職・部活動等で年々実績を積み上げ、多くの成

果をあげています。専門学科では特色ある科目を置き、特に流通マネージメント科では流

通実験工房「ｍｙ－ＳＩＳ」において授業で習ったことの実践・実習を行っています。第

Ⅰ類に設置された英語コースでは英語を重点指導し、平成９年度は希望者に海外研修を実

施しました。

２ 研究目的

数学Ⅱの関数を学習するに当たって、今までの黒板に頼った指導では理解しづらかったグ

ラフについて、コンピュータを活用することによって生徒の関心・意欲を高め、理解を促す

とともに、コンピュータ活用の有効性を検証します。さらに、情報活用能力の育成の方策及

び情報化に対応した学習指導の在り方について研究します。

３ 研究方法

関数のグラフを視覚的にとらえ、理解を一層深めるためのツールとしてコンピュータを活

用します。ＢＡＳＩＣによる自作ソフトウェアを用いて、生徒は二人一組で学習します。

ここで取り上げる内容は、指数関数、対数関数及び三角関数であり、いずれもグラフの理

解が中心となる単元と考えられます。対象生徒はコンピュータの操作についてはある程度の

経験を積んでいますので、数学の授業でコンピュータを使うことに特に支障となることはあ

りません。

指数関数と対数関数については、問いに正しく答えると次に進み、誤ると元にもどる形式

（ドリル学習型）とし、三角関数については、自分で係数などを入力してグラフを描く形式

（シミュレーション型）とすることによって変化をもたせました。

４ 研究内容

(1) これまでのコンピュータ活用授業

１年次において、電子メールの交換を１０時間程度指導し、ほとんどの生徒がコン

ピュータの操作に慣れています。

(2) 指数関数の学習におけるコンピュータの活用

２年次の９月に、指数関数 ＝2 ＝(1/2) のグラフを問いかけ形式で視覚的に確認y yχ χ

しました。（以下、ＢＡＳＩＣプログラムによる）
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① プログラムを起動すると、次の画面 ④ 以下、同様に入力すると、画面４が表

１が表示されます。 (画面１) 示されます。 (画面４)

② ？の後に 2 を計算した結果を入 ⑤ ？の後に yを入力すると、画面５が表－３

力します。誤った結果を入力すると、 示されます。なお、グラフは の値が小χ

画面２が表示されます。 (画面２) さい方から１秒ぐらいの時間をかけて表

示されます。(以下、グラフはすべて同

様です。) (画面５)

③ 正しい答え 0.13 を入力すると、画 ⑥ ？の後に yを入力すると、画面６が表

面３が表示されます。 (画面３) 示されます。 (画面６)
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⑦ 関数 ＝2 と同様にすると、画面 ⑨ ？の後に yを入力すると、画面９が表y χ

７が表示されます。 (画面７) 示されます。

なお、グラフは ＝2 が白色で先にy χ

表示され、引き続き ＝(1/2) が黄色y χ

で表示されます。 (画面９)

⑧ ？の後に yを入力すると、画面８が ⑩ 画面上の2^-3 が 2 を表しているこ－３

表示されます。 (画面８) との補足説明が必要でした。また、数学

では日頃近似値を計算しないので、小数

第３位を四捨五入する計算に時間のかか

る生徒がいます。⑦のところでは、早く

から ＝2 と ＝(1/2) のグラフがy y yχ χ

軸対象であることに気付いた生徒と気付

かない生徒で入力に差がでました。それ

でも、画面９までたどりつくとよく理解

できたようです。 (メニュー画面)

(3) 対数関数の学習におけるコンピュータの活用

対数関数 ＝log と ＝log のグラフを問いかけ形式で(2) と同様の方法で視覚的y y２ １／２χ χ

に確認しました。

(4) 三角関数の学習におけるコンピュータの活用（本授業実践例）

プログラムを起動すると、メニュー画面が表示されます。
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① ？の後に 1を入力すると、メニュー ④ 次に、？の後に 7を入力すると、メ

画面１が表示されます。 ニュー画面２が表示されます。

(メニュー画面１) (メニュー画面２)

⑤ ？の後に 1を入力し、関数 ＝cosχy

② ？の後に 1を入力し、関数 ＝sinχ のグラフを視覚的に確認します。y

のグラフを視覚的に確認します。 (画面１１)

（５時間目） (画面１０)

⑥ ？の後に yを入力すると、メニュー画

面２に戻ります。

③ ？の後に yを入力すると、メニュー ⑦ 次に、？の後に 8を入力すると、メ

画面１に戻ります。 ニュー画面３が表示されます。

(メニュー画面３)
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⑧ ？の後に 1を入力し、関数 ＝tanχ ⑫ さらに、ａの値を分数で入力します。y

のグラフを視覚的に確認します。 なお、グラフは ＝sinχ が白色で先にy

(画面１２) 表示され、引き続き ＝1/5 sinχ が黄y

色で表示されます。 (画面１４)

⑨ 次に、？の後に yを入力すると、メ ⑬ ？の後に yを入力すると、メニュー

ニュー画面１が表示されます。 画面１に戻ります。同様にして､a＝1/4､

(６時間目) 1/3､1/2､3/4､2、3、4、5のときも視覚的

に確認し、aの値によって振幅が変わる

⑩ ？の後に 2を入力し、関数 ＝a sinχ ことを確認します。y

のグラフを視覚的に確認します。 さらに、関数 ＝a cosχ のグラフもy

同様であることを確認します。

⑪ 具体的に、関数 ＝1/5 sinχ のグy

ラフを ＝sinχのグラフと比較しな ⑭ 次に、メニュー画面１の状態で？の後y

がら、視覚的に確認するために、 aの に 4を入力し、関数 ＝sin(χ－p) のy

値を小数で入力します。 (画面１３) グラフを視覚的に確認します。
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⑮ 具体的に、関数 ＝sin(χ－30ﾟ)の ⑰ メニュー画面１の状態に戻ります。y

グラフを ＝sinχ のグラフと比較し 同様にして、？の後に 5を入力し、関数y

ながら、視覚的に確認するために、 p ＝sinχ＋q のときも視覚的に確認y

の値を入力します。 (画面１５) し、 qの値によって 軸方向に平行移動y

することを確認します。さらに、関数

y＝cosχ＋q のグラフも同様であるこ

とを確認します。

⑱ 次に与えられたグラフから a，b，p，

qの値を読み取り、メニュー画面１の６

を用いて正弦のグラフであることを確認

します。誤っている場合は正解になるま

で何度もやり直します。

⑯ ？の後に yを入力すると、メニュー ⑲ 同様にして、⑱で確認したグラフが余

画面１に戻ります。同様にして、 弦のグラフと考えても正しいことをメ

p＝45ﾟ,60ﾟ,90ﾟ,390ﾟ,-30ﾟ のときも ニュー画面２の６を用いて確認をしま

視覚的に確認し、pの値によってχ軸 す。最後に、復習プリントを与え、答え

方向に平行移動することを確認します。 をコンピュータにより確認します。

さらに、関数 ＝cos(χ－p)のグラy

フも同様であることを確認します。

５ 研究結果と考察

グラフは関数を学ぶ上で極めて重要な「道具」です。しかし、実際にグラフを描く作業に

おいては、煩わしい計算が入ることが生徒を数学から遠ざける原因の一つとなっています。

コンピュータの活用によって、生徒の理解が深まり、興味・関心も高まったことが、生徒の

授業に取り組む姿勢から実感することができました。

また、コンピュータを活用する授業では、一人一人の生徒の理解度等が明確になり、学習

効果はコンピュータを使用しない場合に比べて格段に上がったように思います。しかし、個

に応じた指導を徹底するため多少の時間が必要となります。指導の中でどの場面でコン

ピュータを活用するかなど、より綿密な授業計画を立てなければなりません。

６ 今後の課題

今回の研究では、事前学習がある程度できていたので、生徒の理解度や興味・関心につい

て好ましい結果が得られましたが、ここまで事前学習ができていることは実際は少ないと思

われます。各教科ごとに独自に行うのではなく、入学当初に全員を対象としたオリエンテ－

ションの形態をとってコンピュ－タの基礎を指導することが望ましいでしょう。さらに、ク
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ラス授業（３８名）をコンピュータ２４台で行うこともやりづらく、能率的な面からも一人

１台が適当だと思われます。だからといって、３８名一斉にコンピュータを活用する場合は、

個別指導が難しく、こうした授業形態をとる場合には、２名の教員で指導に当たることも考

えた方がよいのではないでしょうか。

また、今回は個人研究として取り組みましたが、教員側の事前準備については、普段の教

材研究に比べて数倍の時間と労力を費やしました。例えば、数学科全員で取り組めば事前準

備の負担は軽減されるでしょうし、また自作ソフトウェアの事後活用とプログラムの改良に

ついても組織的・計画的に取り組むことができます。
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数学Ⅱ学習指導案
京都府立南八幡高等学校
教諭 川嶋 一史

１ 対象 普通科第Ⅱ類文理系 第２学年 ３８名
２ 単元 三角関数（４時間）

三角関数の性質（１１時間） ← 本時はこの５・６時間目
加法定理（５時間）

３ 教材観 三角関数は、「数学Ⅰ」で三角比として学習しているが、三角関数の最大の特徴である周期性については、まっ
たく扱っていない。ここでは、その周期を表現できる関数であることに視点をおいて指導したい。三角関数の定義、
相互関係については、「数学Ⅰ」と同じである。「数学Ⅰ」で学習したことを復習し、そこから発展させていく。
また、三角関数の式変形には、多様な公式があり、複雑である。それらの公式の基礎となるのが加法定理である。
定理・公式を理解するとともに、公式の利用ができるようにする。

４ 指導観 三角関数のグラフについては、χ軸方向の平行移動、 軸方向の平行移動、χ軸方向の拡大縮小、 軸方向の拡y y
大縮小の４つの要素で決まることを学習してきたが、本時はこれをコンピュータの活用によって視覚的にとらえさ
せ、理解が深められるように指導したい。

５ 生徒観 学習に対する態度はまじめで良好である。計算の処理能力は高いが、いわゆる「数学好き」の生徒は少なく、数
学に対する関心・意欲はあまり高くない。

６ 単元目標 三角関数のグラフがかける。
７ 指導目標 (1) ＝sinχ、 ＝cosχ、 ＝tanχのグラフを実際にかくことにより、三角関数の特徴について理解する。y y y

特に、周期については十分に理解を深める。
(2) それぞれのグラフを平行移動させることによってできるグラフがかける。
(3) それぞれのグラフの振幅の変化、周期の変化に対応したグラフがかける。
(4) 三角関数の一般的な形 ＝ａsin(χ－ｐ)＋ｑ の各係数がグラフとどう関係するかを理解し、グラフがかける。y

８ 本時の展開

過
学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点 評価の観点

程

・前時までのまとめ ・教科書 P.15問７をコンピュータ ・机間指導により確認し、
によって確認する。 次の指示をする。

導 ・ＢＡＳＩＣ教材によ １ 軸方向の拡大・縮小を確認 １ 軸方向の拡大・縮小y y
る確認 する。 を確認する。

２ 周期を確認する。 ２ 周期を確認する。
３ ＝sinχ、 ＝cosχのグラ ３ ＝sinχ、 ＝cosχy y y y
フ のグラフの形よりχ軸方

入 の形よりχ軸方向の平行移動を 向の平行移動を読みとれ
読みとれることを確認する。 ることを確認する。

４ 軸方向の平行移動を確認す ４ 軸方向の平行移動をy y
る。 確認する。

・本時の問題提起 ・プリントを用いて、いろいろな ・グラフがかけているかど ・提起された問題に対し、答えを得
グラフの問題演習をする。 うか、机間指導し、作業 たいという意欲をもち、授業に積
(前時の続きをする。)(基礎) の遅れている生徒を支援 極的に参加しようとする。

する。 （関心・意欲・態度）
・グラフが正しくかける。

（表現・処理、知識・理解）
展 ・ＢＡＳＩＣ教材によ ・コンピュータの画面により、か ・グラフをかくときのポイ ・グラフをかくときのポイントを理

る確認 いたグラフが正しいかどうかを ントを確認する。 解する。
確認する。 ・個に応じて発展学習のた （表現・処理、知識・理解）

めのプリントを与える。
・次の問題提起 ・プリントを用いて、いろいろな ・グラフがかけているかど ・提起された問題に対し、答えを得

グラフの問題演習をする。 うか、机間指導し、作業 たいという意欲をもち、授業に積
(応用) の遅れている生徒を支援 極的に参加しようとする。

開 する。 （関心・意欲・態度）
・ＢＡＳＩＣ教材によ ・コンピュータの画面により、か ・グラフをかくときのポイ ・グラフが正しくかける。

る確認 いたグラフが正しいかどうかを ントを確認する。 （表現・処理、知識・理解）
確認する。 ・個に応じて発展学習のた ・グラフをかくときのポイントを理

めのプリントを与える。 解する。
（表現・処理、知識・理解）

ま ・まとめ ・本時の学習のまとめをする。 ・本時の目標の達成が不十
と 分な生徒には課題を家庭
め 学習するよう指示する。


